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車体上部のカメラが路面の白
線を検知し、ピタリと停まる
自動運転連節バス（ルーアン）

　
テ
ス
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
が
今
年
１
月
15
日
、
市
販
モ

デ
ル
に
自
動
運
転
支
援
機
能
を
実
装
し
た
。
ま
さ
に

２
０
１
６
年
は
自
動
運
転
元
年
と
言
え
る
。
自
家
用

車
へ
の
普
及
が
今
後
期
待
さ
れ
る
中
、
商
用
車
は
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
（
オ
ラ
ン
ダ
）
の
自
動
運
転
バ
ス
や

ル
ー
ア
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
半
自
動
運
転
バ
ス
を
は

じ
め
、２
０
０
０
年
頃
か
ら
既
に
実
運
用
し
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
都
市
ル
ー
ア
ン
で
は
、
光
学
式

白
線
検
知
に
よ
る
半
自
動
運
転
の
仕
組
み
が
15
年
前

の
01
年
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー
ア
ン
は
、
パ

リ
か
ら
在
来
特
急
で
北
北
西
に
約
１
時
間
、
都
市
圏

人
口
約
50
万
人
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
終
焉
の
地
と

し
て
も
有
名
な
美
し
い
都
市
で
あ
る
。

　
半
自
動
運
転
の
仕
組
み
は
、
車
体
上
部
に
設
置
さ

れ
た
カ
メ
ラ
が
２
本
の
白
線
を
認
識
し
、
白
線
の
中

央
線
と
前
輪
車
軸
の
中
心
を
合
う
よ
う
に
ハ
ン
ド
ル ４

バスの自動運転が都市デザインを変える
を
自
動
制
御
す
る
。
停
留
所
及
び
停
留
所
前
後
30
㍍

区
間
に
こ
の
仕
組
み
が
適
用
さ
れ
、
車
長
の
長
い
連

節
バ
ス
が
ハ
ン
ド
ル
操
作
な
く
、
停
留
所
に
５
㌢
㍍

以
内
に
ピ
ッ
タ
リ
と
寄
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　
半
自
動
運
転
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ

ム
）
の
導
入
に
合
わ
せ
て
採
用
さ
れ
、
信
号
交
差
点

で
は
止
ま
ら
な
い
、
高
度
な
制
御
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
路
面
電
車
）
並
の
17
・

８
㌔
㍍
／
ｈ
の
表
定
速
度
を
実
現
し
て
い
る
。

　
中
心
市
街
地
は
バ
ス
と
歩
行
者
の
専
用
空
間
と
な

っ
て
お
り
、
半
自
動
運
転
に
よ
り
車
道
を
狭
く
し
、

歩
道
を
広
く
し
た
機
能
的
で
ス
マ
ー
ト
な
人
に
優
し

い
都
市
デ
ザ
イ
ン
が
実
現
し
て
い
る
。

 

（
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般
財
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和
彦
）

☆ 28 年５月登録道の駅（14 駅）　　登録「道の駅」は全国で 1093 カ所に

駅　名 所在地 路線名 オープン予定 ひとくちＰＲ

うご 秋田県雄勝郡羽後町西馬音内中野 200 番地 一般国道 398 号 平成 28 年度 そば中心のレストランや高級食材のうご牛を手軽に味わえるコーナーも

しょうない 山形県東田川郡庄内町狩川外北割 97 番地１ 一般国道 47 号 平成 28 年度 庄内観光のゲートウェイでもあり緊急時防災拠点や見守りネットワークも

猪苗代 福島県耶麻郡猪苗代町堅田五百刈 1番地 一般国道 115 号 平成 28 年度 地場産品の直売で地域ブランド育成。観光情報提供。緊急時防災拠点にも

ましこ 栃木県芳賀郡益子町長堤 2271 番地 主要地方道つくば益子線 平成 28 年度 益子焼体験やいちご狩りなどの案内から予約まで。仕事づくり・求人も

つる 山梨県都留市大原 88 番地 市道大原線 平成 28 年度 地場農産品の加工から直売。地域イベントの充実。防災拠点にも

清流の里しろとり 岐阜県郡上市白鳥町向小駄良 693 番地 2 一般国道 156、158 号 平成 28 年度 越前美濃街道の広域観光案内。ＥＶ充電器や防災備品充実で拠点に

熊野・花の窟（いわや） 三重県熊野市有馬町 137 一般国道 42 号 平成 28 年度 熊野古道などの広域観光案内。古代米使用のうどんやみたらし団子に魅力

田切の里 長野県上伊那郡飯島町田切 2598-1 一般国道 153 号 平成 28 年度 採れたて野菜のレストラン。地元高齢者への宅配や安否サービスも

神戸ﾌﾙｰﾂ ･ ﾌﾗﾜｰﾊﾟｰｸ大沢 兵庫県神戸市北区大沢（おおぞう）町上大沢 2150 主要地方道山田三田線 平成 28 年度 周辺観光施設と連携した神戸産業振興の発信拠点。強力な防災機能も

かつらぎ 奈良県葛城市太田 1257 番 一般国道 166 号 平成 28 年度 市民起業の「チャレンジショップ」で農業・酪農の直売を拡大

びんご府中 広島県府中市府川町 230 番地１ 市道府川 11 号線 平成 28 年度 府中家具・府中味噌など地場特産品の販売展示。バスターミナル機能も

すいかの里　植木 熊本県熊本市北区植木町岩野 160 番地 1 一般県道 329 号植木線 平成 28 年度 次世代の若者による農産物の販売促進や地域づくりイベントも開催

芦北でこぽん 熊本県葦北郡芦北町佐敷 443 主要地方道葦北球磨線 平成 28 年度 南九州西回り自動車道開通を生かす、観光と交流の拠点に

慈恩の滝　くす 大分県玖珠郡玖珠町山浦 618 番地の 24 一般国道 210 号 平成 28 年度 「名水百選」や「棚田百選」の地を生かした観光と地場商品の販売拠点

ルート 229 元和台
寺島光一郎駅長

　海抜 40 ㍍の高台にあり、日本海を

北海道乙部町元和 169
国道 229 号　TEL.0139-62-3009

パノラマのように展望することが出来ます。特
に夕方、太陽が海に沈む光景は最高のおすすめ。
夏はすぐそばにある海のプール、元和台海浜公
園が賑わいます。タラコやゆり最中など特産物
のおみやげ販売、観光案内も実施しております。

釜石仙人峠
菊池利教駅長

　仙人峠道路釜石西ＩＣとの交差点正

岩手県釜石市甲子町 7-155-4
国道 283 号　TEL.0193-27-8530

面にある釜石の西玄関口。特産品や水産加工品、
地元野菜を中心に販売し、10月の名物甲子柿限
定販売はものすごい人気で、釜石ラーメンや「醤
油ソフトクリーム」も好評です。世界文化遺産に
登録された『橋野鉄鉱山・高炉跡』は見所です。

白馬
横川富良支配人

　特産品の紫米をはじめ紫米を使用し

長野県白馬村神城 21462-1
国道 148 号　TEL.0261-75-3880

たお菓子やうどん・そばを企画開発しています。
夏は地場産野菜も出荷されます。郷土料理では、
臭みの少ないさっぱりとした味わいの「はくば豚」
カツ定食や焼豚丼とともに、こだわりの石臼挽き
で製粉し当日打つ手打ちそばが人気です。

九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
連
絡
会

熊
本
県
「
道
の
駅
」
向
上
会
議

　
九
州
・
沖
縄
「
道
の
駅
」
連
絡

会
は
地
震
発
生
直
後
か
ら
「
道
の

駅
」
の
被
災
状
況
は
じ
め
、
被
災

し
た
道
の
駅
が
ど
ん
な
販
売
支
援

を
受
け
た
い
か
、
他
の
駅
は
支
援

に
協
力
で
き
る
か
緊
急
調
査
。
以

前
か
ら
駅
長
会
議
な
ど
で
災
害
対

　
道
の
駅
の
経
営
（
運
営
）
主
体

が
公
的
で
あ
れ
民
間
で
あ
れ
公
共

性
・
公
益
性
は
共
に
高
い
。
熊
本

地
震
か
ら
問
題
点
を
考
え
た
。

観
光
客
と
外
国
人
の
把
握

　
災
害
発
生
時
、
観
光
的
に
は
利

用
者
の
状
況
把
握
は
難
し
い
。
利

用
は
匿
名
性
が
高
く
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
行
動
だ
け
に
把
握
が
困
難

で
、
外
国
人
も
同
じ
だ
。
阪
神
大

震
災
の
時
、
被
災
者
の
観
光
客
と

外
国
籍
の
人
の
リ
ス
ト
作
り
を
、

現
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
出
身
学
生
の
協

力
で
試
み
た
が
、
災
害
時
の
救
出

や
身
元
確
認
に
は
個
人
情
報
が
必

要
だ
と
感
じ
た
。

　
道
の
駅
の
多
く
が
地
域
の
防
災

拠
点
な
ら
、
避
難
者
へ
の
責
任
を

持
た
な
く
て
も
、
少
な
く
と
も
利

用
者
を
把
握
し
た
い
。
車
の
ナ
ン

バ
ー
を
識
別
し
て
保
存
す
る
だ
け

で
も
価
値
が
高
い
。

行
政
の
非
常
事
態
対
応
計
画

　
足
り
な
い
の
は
人
手
、
特
に
行

政
的
作
業
の
で
き
る
人
材
だ
。
行

政
マ
ン
に
替
わ
り
仕
事
の
で
き
る

人
材
の
供
給
が
問
題
だ
。

　
避
難
所
不
足
と
実
態
把
握
、
救

援
物
資
の
把
握
や
割
振
り
、
移
送

に
時
間
が
か
か
っ
た
。
被
災
後
に

ど
ん
な
事
務
処
理
が
発
生
す
る
か

シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
や
訓
練
が
で
き
て

お
ら
ず
、
少
人
数
で
効
率
よ
く
対

応
す
る
方
策
が
な
い
。
非
常
事
態

に
対
応
し
た
行
政
の
業
務
的
な
計

画
立
案
が
求
め
ら
れ
る
。

　
避
難
所
で
は
高
齢
者
数
や
幼
児

・
児
童
数
の
把
握
、
独
居
老
人
な

ど
自
宅
で
避
難
生
活
を
送
る
人
々

の
把
握
は
必
須
。
要
介
護
者
や
被

介
護
者
、
入
院
患
者
の
把
握
と
、

常
用
す
る
薬
品
、
特
殊
な
薬
、
透

析
等
の
必
要
性
の
把
握
は
生
命
に

関
わ
り
、
別
の
対
応
計
画
が
必
要

だ
。
こ
う
し
た
人
々
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
優
先
的
に
受
け
容
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
災
害
で
助
か
っ
て
も
、
後
の
ケ

ア
で
亡
く
な
っ
て
は
本
末
転
倒
。

地
域
の
安
全
と
安
心
は
総
合
力
で

あ
る
。
災
害
か
ら
学
び
具
体
的
な

方
策
を
立
て
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

弱
者
へ
の
対
応

機
敏
な
対
応  

復
興
へ
知
恵
絞
る

真剣に復興対策を話し合っ
た熊本県道の駅向上会議

熊
本
地
震
に
思
う
課
題

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
（
元
横
浜
商
科
大
学
教
授
・
観
光
学
）

小
濱

　哲

応
も
話
し
合
っ
て
お
り
、
各
道
の

駅
へ
の
支
援
物
資
の
配
布
を
は
じ

め
、
機
敏
な
対
応
が
で
き
た
。

　
熊
本
県
「
道
の
駅
」
向
上
会
議

も
５
月
17
日
、
熊
本
県
宇
城
市
不

知
火
町
の
道
の
駅
「
不
知
火
」
で

開
催
。
向
上
会
議
は
道
の
駅
運
営

の
車
中
泊
避
難
者
は
把
握
が
難
し

く
行
政
の
手
が
届
き
に
く
い
。

 

新
潟
県
中
越
地
震
で
は
、
道
の

駅
へ
の
避
難
者
が
自
分
の
安
否
情

報
の
走
り
書
き
を
壁
や
掲
示
板
に

貼
り
、
来
訪
者
ノ
ー
ト
に
書
き
込

ん
だ
。
向
上
会
議
の
下
城
卓
也
議

長
は
「
ノ
ー
ト
を
置
い
た
り
掲
示

板
を
利
用
で
き
る
な
ど
、
車
中
泊

避
難
者
の
把
握
に
も
努
め
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　
一
方
、
同
連
絡
会
は
仮
設
住
宅

の
用
地
不
足
か
ら
、
中
越
地
震
で

の
前
例
も
参
考
に
「
道
の
駅
の
敷

地
に
第
２
次
避
難
所
が
作
れ
な
い

か
」
も
調
査
。
山
鹿
市
の
道
の
駅

「
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と
」
が
役
場

の
了
解
も
得
て
受
け
入
れ
可
能
と

す
る
な
ど
、
公
的
施
設
な
ら
で
は

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
同
連
絡
会
の
松
尾
孝
一
事
務
局

長
は
「
被
災
者
の
皆
さ
ん
が
一
日

で
も
早
く
安
心
で
き
る
生
活
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
、
道
の
駅
が
連
携

し
て
応
援
し
た
い
」
と
話
し
た
。

者
の
駅
長
ら
の
集
ま
り
だ

け
に
復
興
へ
の
思
い
も
切

実
。
来
訪
者
が
減
少
し
て

い
る
た
め
、
地
域
の
生
産

物
を
通
販
を
軸
に
、
他
の

道
の
駅
と
連
携
し
て
販
売

す
る
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
た
。

　
今
回
の
地
震
で
は
余
震

が
長
く
続
き
被
災
者
の

「
車
中
泊
」
問
題
が
浮
上
。

行
政
指
定
の
避
難
所
以
外

５

1605RoutePress紙面_.indd   5 2016/05/31   18:02:22

2016年（平成28年）６月第48号

！

　
昨
秋
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
日
本
代
表
桜
戦
士
の
活
躍

は
、
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
ハ
ー
ド
な
練
習
、
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
に
打
ち
勝
つ
タ
フ
な
精

神
力
の
育
成
、
五
郎
丸
選
手
の
ル

ー
チ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
向
上
等
が
勝
因
で
、
ヘ
ッ

ド
コ
ー
チ
の
指
導
力
も
大
き
く
、

２
０
１
９
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ

る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
向
け
期
待

が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
新
三
本
の
矢
の

一
つ
「
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経

済
」
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
が

目
標
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

失
わ
れ
た
20
年
。
な
か
な
か
成
長

の
本
格
的
な
軌
道
に
乗
る
こ
と
が

出
来
ず
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
０
０
兆
円

付
近
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
生
産
性
を
上
げ
て
成
果
を
労
働

賃
金
に
還
元
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
６

割
を
占
め
る
消
費
の
増
加
に
つ
な

げ
、
消
費
の
増
加
が
設
備
投
資
を

促
進
す
る
と
い
っ
た
良
い
循
環
経

済
と
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
長

年
の
景
気
停
滞
、
デ
フ
レ
マ
イ
ン

ド
が
染
み
付
い
て
自
信
を
な
く
し

前
向
き
な
マ
イ
ン
ド
を
忘
れ
て
い

る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　「
一
億
総
活
躍
社
会
」。
国
民
一

人
一
人
が
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表

桜
戦
士
に
学
び
「O

ne for A
ll

，

A
ll for O

ne

」
の
精
神
で
、
諦

め
ず
強
い
気
持
ち
で
前
向
き
に
取

り
組
み
、
身
の
丈
に
合
っ
た
実
施

可
能
な
こ
と
か
ら
具
体
的
な
成
功

事
例
を
重
ね
、
次
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
暮
ら
し
と
経
済
を
支
え
る
イ
ン

フ
ラ
も
、
生
産
性
の
向
上
を
図
り

つ
つ
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国

土
強
靭
化
、
地
方
創
生
、
維
持
管

理
・
更
新
等
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

適
切
に
対
応
し
、
21
世
紀
に
相
応

し
い
経
済
社
会
基
盤
を
構
築
し
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
貢
献
が
求
め

ら
れ
ま
す
。「
道
の
駅
」
は
ど
う

貢
献
で
き
る
か
、
先
導
的
役
割
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
追
記
：
熊
本
地
震
発
生
前
の
原

稿
の
た
め
地
震
に
触
れ
て
ま
せ
ん

が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

33

「
一
億
総
活
躍
社
会
」、
ラ
グ
ビ
ー
に
学
ぶ

　
耕
作
放
棄
地
や
生
産
緑
地
に
つ

い
て
は
農
地
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

そ
の
も
の
の
問
題
だ
が
、
殆
ど
の

国
民
は
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大
や
平
成
34
年
に
期

限
を
迎
え
る
改
正
生
産
緑
地
法
等
に
よ
り
、
国
内
の
農
地
は
大
き

な
転
換
点
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
、
北
朝
鮮
や
南
シ
ナ

海
等
で
の
国
際
紛
争
が
想
定
さ
れ
る
中
で
平
和
安
全
法
が
施
行
さ

れ
、
軍
靴
の
音
が
聞
こ
え
始
め
て
い
る
。
更
に
シ
リ
ア
難
民
問
題

で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
Ｅ
Ｕ
統
合
の
理
念
が
揺
ら
ぎ
始
め
て
い

る
。
こ
の
３
つ
の
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
関
係
な
い
よ
う
だ

が
、
実
は
農
地
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

方
程
式
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

机
上
の
数
字
だ
け
見
て
い
れ
ば
ど

う
で
も
大
規
模
化
で
き
る
が
、
40

年
以
上
構
造
改
善
事
業
を
続
け
て

も
水
田
の
大
規
模
化
は
干
拓
地
等

の
特
殊
な
条
件
下
で
し
か
実
現
し

て
い
な
い
。

　
更
に
海
外
輸
出
に
つ
い
て
将
来

展
望
は
殆
ど
無
い
。
米
の
輸
出
が

１
万
㌧
実
現
で
き
た
暁
に
は
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
３
期
作
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
雪
崩
れ
込
む
の

は
必
定
だ
。

　
改
正
生
産
緑
地
法
は
土
地
バ
ブ

ル
の
対
処
策
の
生
け
贄
と
し
て
作

ら
れ
た
制
度
で
、
農
業
政
策
と
し

て
明
確
な
位
置
づ
け
が
な
く
、
都

市
計
画
と
し
て
も
位
置
づ
け
さ
れ

ず
、
固
定
資
産
税
や
相
続
税
の
税

法
改
正
も
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

後
、
特
定
農
地
の
貸
付
制
度
や
市

民
農
園
整
備
法
に
よ
っ
て
市
街
化

区
域
内
農
地
の
位
置
づ
け
が
多
少

は
変
わ
っ
た
。

　
都
市
住
民
の
農
地
に
対
す
る
意

識
は
大
き
く
変
わ
り
、
市
民
農
園

か
ら
体
験
農
園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ガ
ー
デ
ン
等
、
農
地
に
対
す
る
市

民
の
期
待
は
高
ま
っ
て
き
た
が
、

農
地
法
や
都
市
計
画
法
、
相
続
税

の
基
本
的
な
見
直
し
は
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。

　
農
地
の
所
有
権
が
農
家
に
あ

り
、
そ
の
財
産
権
を
侵
害
す
る
よ

う
な
法
整
備
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
地
域
に
お
け
る
農
家
と

市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
農
地
を

位
置
づ
け
る
議
論
が
展
開
さ
れ
な

か
っ
た
の
が
原
因
だ
。

戦
没
者
の
60
％
は
餓
死
者

　
平
和
安
全
法
の
施
行
に
よ
り
自

衛
隊
の
海
外
派
遣
が
可
能
と
な
っ

た
が
、
海
外
兵
站
基
地
へ
の
食
料

確
保
に
つ
い
て
は
何
も
議
論
さ
れ

て
い
な
い
。
最
近
の
国
際
紛
争
で

は
兵
器
に
よ
る
直
接
交
戦
よ
り
、

経
済
封
鎖
と
い
う
戦
略
が
採
ら
れ

て
い
る
。
第
２
次
世
界
大
戦
の
戦

没
者
の
う
ち
60
％
強
は
餓
死
者
と

言
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
が
経
済
封
鎖
さ
れ
た
場
合
の
平

和
安
全
法
の
中
で
の
食
料
確
保
政

策
は
何
処
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

　
更
に
、
北
朝
鮮
が
体
制
崩
壊
し

た
場
合
、
日
本
海
を
渡
っ
て
く
る

難
民
の
食
料
確
保
に
つ
い
て
も
議

論
は
な
い
。
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耕作放棄地

    中
小

企業診断士が見る

　
　

　
    成 功 の 法 則

　
昨
年
、
久
々
に
栃
木
県
の
道

の
駅
「
も
て
ぎ
」
を
訪
問
し
た
。

筆
者
は
「
も
て
ぎ
」
を
、
平
成

５
年
の
制
度
発
足
時
の
原
点
に

近
い
と
感
じ
、
道
の
駅
診
断
の

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
一
つ
に
し
て

い
る
。
町
長
で
も
あ
る
古
口
達

也
駅
長
に
経
営
目
標
を
「
地
域

の
貿
易
収
支
を
黒
字
に
し
続
け

る
こ
と
」
と
伺
っ
た
。

　
町
外
か
ら
来
た
お
客
様
に
た

く
さ
ん
品
物
を
買
っ
て
も
ら

う
。
そ
の
た
め
に
生
産
者
指
導

や
買
取
り
制
度
な
ど
で
高
品
質

の
農
産
物
を
確
保
し
、
付
加
価

値
を
高
め
る
た
め
に
町
内
で
加

工
す
る
。
新
し
い
商
品
を
地
元

の
人
で
考
え
る
。

　
販
路
確
保
の
た
め
、
町
長
も

自
ら
営
業
す
る
。
周
辺
環
境
整

備
も
、
維
持
費
が
過
負
担
に
な

ら
な
い
程
度
に
国
の
補
助
金
を

活
用
し
て
行
い
、
道
の
駅
周
辺

に
賑
わ
い
を
創
り
出
す
。
道
の

駅
は
外
部
か
ら
の
収
入
で
収
益

を
上
げ
、
調
達
を
通
じ
て
地
域

全
体
の
生
産
額
を
増
や
す
。

　
結
果
、
道
の
駅
の
従
業
員
は

適
切
な
給
料
を
も
ら
い
、
地
域

に
貢
献
で
き
る
こ
と
に
誇
り
を

感
じ
、
そ
れ
が
次
の
人
材
確
保

に
つ
な
が
る
。「
も
て
ぎ
」
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　
地
方
創
生
法
が
制
定
さ
れ
地

域
活
性
化
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
農
水
省
や
経
産
省

も
道
の
駅
で
も
使
え
る
様
々
な

支
援
制
度
を
提
供
。
イ
ベ
ン
ト

や
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
、
店

舗
改
修
、
情
報
化
、
専
門
家
派

遣
な
ど
、
運
営
の
支
援
と
な
る

補
助
制
度
が
、
今
後
と
も
充
実

す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
残
念
な
が
ら
、
そ
の
制
度
が

山
間
地
の
道
の
駅
で
は
あ
ま
り

生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
補
助
金

申
請
は
未
経
験
で
あ
れ
ば
途
方

も
な
く
面
倒
だ
。
し
か
し
、
申

請
課
程
で
地
域
資
源
の
見
直
し

や
、
経
営
戦
略
の
再
構
築
が
行

わ
れ
る
。
仮
に
落
選
し
て
も
、

経
営
戦
略
を
考
え
た
経
験
は
貴

重
な
財
産
と
な
る
。
加
え
て
、

国
や
県
の
補
助
金
で
あ
れ
ば
、

地
域
の
「
貿
易
収
支
」
に
は
プ

ラ
ス
に
な
る
。

　
筆
者
の
知
る
山
間
地
の
道
の

駅
で
は
、
山
の
わ
き
水
や
寒
暖

差
の
激
し
い
気
候
に
育
ま
れ
た

良
質
の
農
作
物
や
、
キ
ノ
コ
な

ど
地
域
特
有
の
農
産
物
に
恵
ま

れ
る
が
、
生
産
量
が
少
な
く
、

棚
を
十
分
に
埋
め
ら
れ
な
い
の

が
悩
み
だ
。道
の
駅
と
し
て
も
、

公
的
な
支
援
制
度
の
活
用
に
取

り
組
み
、
魅
力
的
な
農
作
物
の

生
産
確
保
や
、
感
動
を
与
え
る

加
工
品
の
開
発
に
努
め
て
、
地

域
の
貿
易
黒
字
に
貢
献
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

（
中
小
企
業
診
断
士
　
牧
哲
史
）

補
助
金
活
用
で
生
産
力
確
保

誇らしげに地元
の生産者名がは
いった新鮮野菜
（宮城県「七ヶ
宿」）

NPO生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 農
地
が
キ
ー
難
民
・
紛
争
問
題

て
い
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結
で
海
外

か
ら
安
い
農
産
物
が
入
る
の
で
家

計
が
助
か
る
と
い
う
自
己
中
心
的

な
論
理
だ
。
市
街
化
区
域
内
農
地

に
つ
い
て
は
都
市
計
画
法
の
位
置

づ
け
を
見
直
す
方
向
で
検
討
が
な

さ
れ
、
耕
作
放
棄
地
は
固
定
資
産

税
の
見
直
し
で
農
地
集
約
化
の
対

象
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
国
会
審
議
に
入
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

国
内
農
業
対
策
と
し
て
、
農
地
集

約
に
よ
る
大
規
模
化
と
積
極
的
海

外
輸
出
に
活
路
を
見
出
す
方
針
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
耕
作
放
棄
地

の
殆
ど
は
中
山
間
地
に
位
置
し
、

農
地
集
約
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
棚
田
の
崩
壊

に
よ
る
治
水
機
能
が
脆
弱
化
し
、

国
土
の
防
災
機
能
の
問
題
に
直
結

し
て
い
る
。

　
農
地
集
約
に
よ
る
大
規
模
化

は
、
欧
米
の
畑
作
・
酪
農
を
対
象

と
し
た
方
程
式
で
、
稲
作
と
い
う

労
働
集
約
型
農
業
を
対
象
と
し
た

４

たからだの里さいた
大西孝敏駅長

　建物屋根が船底をかたどった造りに

香川県三豊市財田町財田上 180-6
国道 32 号　TEL.0875-67-3883

なっていて、産直・温泉施設・宿泊施設・パーク
ゴルフ場等があります。産直では、新鮮・安心安
全な野菜・果物を目当てのお客さまで連日大賑い
です。休日になると、ツーリングの休憩所として
も沢山の方々にご利用いただいております。

リストアステーション
池田好幸駅長

　広島県第1号の道の駅で、ガラスのドー

広島県庄原市総領町下領家 247-1
県道 432 号　TEL.0824-88-3050

ムが目を引きます。特産品売場に、銘菓「田總羊羹」
等の土産物や地元農産物・加工品を揃えています。
ガラス張りのレストランでは緑を眺めながらのお
食事を楽しめ、土日限定の「こんにゃくカツバー
ガー」は想像を超える美味しさです！

東由利
佐藤治駅長

　お肌を滑らかにする〝美肌温泉〟とし

秋田県由利本荘市東由利老方畑田 28
国道 107 号　TEL.0184-69-2611

て知られ、大浴槽、泡風呂、サウナなどを備える
黄桜温泉「湯楽里」を中心に、ショッピングプラザ、
お食事処、を含む総合的な「道の駅」です。特産
のフランス鴨を始め地そば、地ビールなど黄桜を
キーワードにしたオリジナル商品が豊富です。
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